
平成18年9月26日　訂正版
内装種別：内装仕上げの概略は以下によるが、詳細は設計にて調整

種別 注１：免震床の範囲は約120㎡とし、水平加速度250ガルを超えないものであること。
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部長室 65.3 1 08:30～17:15 2,600 300 要 Ⅵ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅱ － Ⅰ Ⅱ 750 ○ ○ ○ ○

次長室 32.7 1 08:30～17:15 2,600 300 要 Ⅵ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅱ － Ⅰ Ⅱ 750 ○ ○ ○ ○

応接室（部議室） 32.0 12 08:30～17:15 2,600 300 要 Ⅵ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅱ － Ⅰ Ⅲ 750 ○ ○ ○ ○

総務課事務室 80.0 11 08:30～17:15 2,600 300 要 OAﾌﾛｱH=50程度 Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅱ － Ⅰ Ⅱ 750 ○ ○ ○ ○

会計課事務室 50.4 6 08:30～17:15 2,600 300 要 OAﾌﾛｱH=50程度 Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅱ － Ⅰ Ⅱ 750 ○ ○ ○ ○

給与計算機室 20.0 2,600 300 適宜 OAﾌﾛｱH=50程度 Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅱ － Ⅰ Ⅱ 750 ○ ○ ○ ○

入札室 50.0 2,600 300 適宜 Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅱ － Ⅰ Ⅲ 750 ○ ○ ○

休養室 49.0 2,600 300 適宜 Ⅵ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ － Ⅰ Ⅲ 500 ○ ○ ○ ○

メンタルヘルス室 10.0 2,600 300 要 Ⅱ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ － Ⅰ Ⅲ 500 ○ ○ ○

搾乳室 12.0 2,600 300 適宜 Ⅱ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ － Ⅰ Ⅲ 500 ○ ○ ○

資料室 60.0 2,600 300 要 OAﾌﾛｱH=50程度 Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ － Ⅰ Ⅲ 750 ○ ○ ○ ○

大会議室　 100.0 2,600 300 要 Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅱ － Ⅰ Ⅲ 750 ○ ○ ○ ○

男性ロッカー室 66.0 2,600 300 適宜 Ⅱ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ － Ⅲ － － － 200

女性ロッカー室 22.0 2,600 300 適宜 Ⅱ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ － Ⅲ － － － 200

倉庫　 89.0 2,600 800 不要 Ⅱ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ － Ⅲ － － － 200

浴室（男性）　 12.0 適宜 300 適宜 Ⅵ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ － Ⅲ － － － 300

浴室（女性）　　 12.0 適宜 300 適宜 Ⅵ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ － Ⅲ － － － 300

喫煙室　　 適宜 2,600 300 適宜 Ⅵ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ － Ⅲ － Ⅱ － 500

食事室 97.0 30 11:30～13:30 2,600 300 要 Ⅵ Ⅳ Ⅱ Ⅰ Ⅲ － Ⅲ － Ⅱ － 500 ○ ○ ○ ○

電話交換機室 36.0 2,600 300 適宜 OAﾌﾛｱH=50程度 Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ － Ⅱ Ⅰ 750 ○ ○ ○ ○ ○ ○

自動車置場 36.0 3,000 550 適宜 Ⅵ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ － Ⅲ － － － 75 ○ ○

施設課事務室 80.2
9
1

08:30～17:15
00:00～24:00

2,600 300 要 OAﾌﾛｱH=50程度 Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅱ － Ⅰ Ⅱ 750 ○ ○ ○ ○

施設監視室 20.0 1 00:00～24:00 2,600 300 適宜 OAﾌﾛｱH=50程度 Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅱ － Ⅰ Ⅰ 750 ○ ○ ○ ○ ○ ○

施設課仮眠室 12.0 1 00:00～24:00 2,600 300 適宜 Ⅵ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ － Ⅰ － 200 ○ ○ ○ ○

電気室(保安用電源設備－直轄） 120.0 - 500/800 不要
2500(W)×
2500(H)

Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅰ － Ⅲ － Ⅱ － 300 ○ ○ ○ ○

電気室（一般用電源設備－SPC) 適宜 - 500/800 不要 Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅰ － Ⅲ － Ⅱ － 300 ○ ○ ○ ○

空調機械室 適宜 - 500 不要 Ⅴ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅰ － Ⅲ － Ⅱ － 300 ○ ○

CVCF室 245.0 - 500 不要 Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅰ － Ⅲ － Ⅱ － 300 ○ ○ ○ ○

蓄電池室 104.0 - 500 不要 Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅰ － Ⅲ － Ⅱ － 300 ○ ○ ○ ○

冷凍機室 適宜 - 500 適宜 Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅰ － Ⅲ － Ⅱ － 300 ○ ○ ○

受水槽室 適宜 - 500 不要 Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅲ － Ⅲ － Ⅱ － 300 ○ ○

機械設備監視室（SPC) 適宜 00:00～24:00 3,000 500 適宜 OAﾌﾛｱH=70程度 Ⅰ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ － Ⅰ － 750 ○ ○ ○ ○ ○

電気設備監視室（直轄） 40.0 00:00～24:00 3,000 500 適宜 OAﾌﾛｱH=70程度 Ⅰ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ － Ⅰ － 750 ○ ○ ○ ○ ○ ○

消火ボンベ庫 適宜 - 500 不要 Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅲ － Ⅲ － Ⅱ － 300

受付・守衛室 適宜 3,000 300 適宜 OAﾌﾛｱH=50程度 Ⅱ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ － Ⅰ Ⅱ 500 ○ ○ ○ ○

清掃器具・業者控え室 適宜 2,600 300 適宜 Ⅱ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ － Ⅲ － － － 500 ○ ○ ○ ○

湯沸室　　共用 適宜 2,600 300 適宜 Ⅵ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ － Ⅲ － － － 200

男子トイレ　　共用 適宜 2,600 300 適宜 Ⅵ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ － Ⅲ － － － 300

女子トイレ　　共用 適宜 2,600 300 適宜 Ⅵ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ － Ⅲ － － － 300

廊下・エントランスホール 適宜 2,600 500 適宜 Ⅵ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ － Ⅲ － － － 300 ○

無線機器室（保守工作室、機材庫含む） 560.0 3,000 500/800 不要
1800(W)×
2000(H)

ﾌﾘｱｸ500以上 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅲ Ⅲ － Ⅱ Ⅰ 750 ○ ○ ○ ○ ○

信頼性管理官室 25.0 1 08:30～17:15 2,600 300 要 OAﾌﾛｱH=50程度 Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅱ － Ⅰ Ⅱ 750 ○ ○ ○ ○

管技事務室 291.2
12
5

08:30～17:15
00:00～24:00

2,600 300 要 OAﾌﾛｱH=50程度 Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅱ － Ⅰ Ⅱ 750 ○ ○ ○ ○

保守技術者室 25.0 2 07:15～20:45 2,600 300 要 OAﾌﾛｱH=50程度 Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅱ － Ⅰ Ⅱ 750 ○ ○ ○ ○

管技男子仮眠室 35.0 2,600 300 適宜 Ⅵ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ － Ⅰ － 200 ○ ○ ○ ○

管技女子仮眠室・ﾛｯｶｰ室 20.0 2,600 300 適宜 Ⅵ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ － Ⅰ － 200 ○ ○ ○ ○

ＲＤＰマシン室 500.0 3,000 500/800 不要 注１
1800(W)×
2000(H)

ﾌﾘｱｸ500以上 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅲ Ⅲ － Ⅱ Ⅰ 750 ○ ○ ○ ○ ○

ＲＤＰ保守員室 20.0 2 00:00～24:00 2,600 300 適宜 OAﾌﾛｱH=50程度 Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ － Ⅰ Ⅱ 750 ○ ○ ○ ○

ＳＵＰ室（RDP監視装置室） 60.0 2 00:00～24:00 3,000 500 不要 ﾌﾘｱｸ500以上 Ⅱ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅲ Ⅲ － Ⅱ Ⅰ 750 ○ ○ ○ ○ ○ ○

データ解析室 40.0 3,000 500 適宜 ﾌﾘｱｸ500以上 Ⅱ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅲ Ⅲ － Ⅱ Ⅰ 750 ○ ○ ○ ○

システム統制室 40.0
2
1

08:30～17:15
00:00～24:00

3,000 500 適宜 ﾌﾘｱｸ500以上 Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅲ Ⅱ － Ⅰ Ⅰ 750 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

システム統制機器室 35.0 3,000 500 不要 ﾌﾘｱｸ500以上 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅲ Ⅲ － Ⅱ Ⅰ 750 ○ ○ ○ ○

管技訓練室 30.0 3 08:30～17:15 3,000 500 要 OAﾌﾛｱH=70程度 Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅱ － Ⅰ Ⅱ 750 ○ ○ ○ ○

MDP運用業務室 51.0 2 00:00～24:00 3,000 500 適宜
ﾌﾘｱｸ500以上
パネル固定式

Ⅱ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅲ Ⅱ － Ⅰ Ⅰ 750 ○ ○ ○ ○ ○ ○

管制事務室 149.3 12 08:30～17:15 2,600 300 要 OAﾌﾛｱH=50程度 Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅱ － Ⅰ Ⅱ 750 ○ ○ ○ ○

調査解析室 20.0 2,600 300 適宜 OAﾌﾛｱH=50程度 Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ － Ⅰ Ⅱ 750 ○ ○ ○

管制訓練教官室 38.2 4 08:30～17:15 2,600 500 要 OAﾌﾛｱH=70程度 Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅱ － Ⅰ Ⅱ 750 ○ ○ ○ ○

管制訓練室１ 40.0 2,600 500 要 OAﾌﾛｱH=70程度 Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅱ － Ⅰ Ⅱ 750 ○ ○ ○ ○

管制訓練室２ 40.0 2,600 500 要 OAﾌﾛｱH=70程度 Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅱ － Ⅰ Ⅱ 750 ○ ○ ○ ○

ＥＴＲＳ室 60.0 2,600 500 不要 OAﾌﾛｱH=70程度 Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅱ － Ⅰ Ⅱ 750 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＣＢＩ室 30.0 2,600 500 適宜 OAﾌﾛｱH=70程度 Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅱ － Ⅰ Ⅱ 750 ○ ○ ○ ○ ○

管制シミュレーター訓練室 52.0 2,600 500 不要
1800(W)×
2000(H)

OAﾌﾛｱH=70程度 Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅱ － Ⅰ Ⅱ 750 ○ ○ ○ ○ ○ ○

管制マニュアル訓練室 52.0 2,600 500 要
1800(W)×
2000(H)

OAﾌﾛｱH=70程度 Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅱ － Ⅰ Ⅱ 750 ○ ○ ○ ○

管制運用室 300.0 21 00:00～24:00 3,500 500 不要
1800(W)×
2000(H)

ﾌﾘｱｸ有効600以
上パネル固定

Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ － Ⅰ Ⅰ 750 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

管制ブリーフィング室 90.0 16 00:00～24:00 2,600 500 要 OAﾌﾛｱH=70程度 Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅱ － Ⅰ Ⅱ 750 ○ ○ ○ ○

テープレコーダ室 16.0 2,600 500 不要 ﾌﾘｱｸ500以上 Ⅱ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅱ － Ⅱ Ⅰ 750 ○ ○ ○

管制待機室 40.0 2,600 300 要 Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅱ － Ⅰ Ⅲ 750 ○ ○ ○ ○

管制男子仮眠室 35.0 2,600 300 適宜 Ⅵ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ － Ⅰ Ⅲ 200 ○ ○ ○ ○

管制女子仮眠室 20.0 2,600 300 適宜 Ⅵ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ － Ⅰ Ⅲ 200 ○ ○ ○ ○

管制シミュレーター電算機室 25.0 2,600 500/800 不要 OA500以上 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅲ Ⅲ － Ⅱ Ⅰ 750 ○ ○ ○ ○

提案による。
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床 壁 天井
タイルカーペット程度 EP塗装程度 岩綿吸音板程度

塗り床程度 グラスウール吸音板程度 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音板程度

岩綿吸音板程度
長尺シート程度 EP塗装程度 岩綿吸音板程度
Pタイル程度 EP塗装程度

塗り床程度

提案による。 提案による。
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部長室 65.3

次長室 32.7

応接室（部議室） 32.0

総務課事務室 80.0

会計課事務室 50.4

給与計算機室 20.0

入札室 50.0

休養室 49.0

メンタルヘルス室 10.0

搾乳室 12.0

資料室 60.0

大会議室　 100.0

男性ロッカー室 66.0

女性ロッカー室 22.0

倉庫　 89.0

浴室（男性）　 12.0

浴室（女性）　　 12.0

喫煙室　　 適宜

食事室 97.0

電話交換機室 36.0

自動車置場 36.0

施設課事務室 80.2

施設監視室 20.0

施設課仮眠室 12.0

電気室(保安用電源設備－直轄） 120.0

電気室（一般用電源設備－SPC) 適宜

空調機械室 適宜

CVCF室 245.0

蓄電池室 104.0

冷凍機室 適宜

受水槽室 適宜

機械設備監視室（SPC) 適宜

電気設備監視室（直轄） 40.0

消火ボンベ庫 適宜

受付・守衛室 適宜

清掃器具・業者控え室 適宜

湯沸室　　共用 適宜

男子トイレ　　共用 適宜

女子トイレ　　共用 適宜

廊下・エントランスホール 適宜

無線機器室（保守工作室、機材庫含む） 560.0

信頼性管理官室 25.0

管技事務室 291.2

保守技術者室 25.0

管技男子仮眠室 35.0

管技女子仮眠室・ﾛｯｶｰ室 20.0

ＲＤＰマシン室 500.0

ＲＤＰ保守員室 20.0

ＳＵＰ室（RDP監視装置室） 60.0

データ解析室 40.0

システム統制室 40.0

システム統制機器室 35.0

管技訓練室 30.0

MDP運用業務室 51.0

管制事務室 149.3

調査解析室 20.0

管制訓練教官室 38.2

管制訓練室１ 40.0

管制訓練室２ 40.0

ＥＴＲＳ室 60.0

ＣＢＩ室 30.0

管制シミュレーター訓練室 52.0

管制マニュアル訓練室 52.0

管制運用室 300.0

管制ブリーフィング室 90.0

テープレコーダ室 16.0

管制待機室 40.0

管制男子仮眠室 35.0

管制女子仮眠室 20.0

管制シミュレーター電算機室 25.0
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空
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制
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空
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制
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空調時間帯区分

・機器室系:予備機有り(航空保安施設用)

換気設備区分

※表中「△」：原則換気設備のみでの対応とするが、沖縄の気候（高温多湿、強風）、内部発熱量を勘案して、 Ⅰ：空調設備と併用

　　空調（冷却）を行った方が、有利と考えられる場合は、提案による。 Ⅱ：単独設置

（ｱ） （ｲ） （ｳ） （ｴ） （ｵ） その他

一般室
系

機器室
系

運用室
系

電算室
系

ﾎｰﾙ
廊下
その他

ＤＢ
（℃）

ＲＨ
（％）

ＤＢ
（℃）

ＲＨ
（％）

○ D 12H 26 50 22 40 Ⅰ 1種

○ D 12H 26 50 22 40 Ⅰ 1種

○ D 12H 26 50 22 40 Ⅰ 1種

○ D 12H 26 50 22 40 Ⅰ 1種

○ D 12H 26 50 22 40 Ⅰ 1種

○ D 随時 26 50 22 40 Ⅱ ３種

○ D 随時 26 50 22 40 Ⅰ ３種

○ D 随時 26 50 22 40 Ⅰ ３種 ○ ○ ○

○ D 随時 26 50 22 40 Ⅰ ３種 ○ ○ ○

○ D 随時 26 50 22 40 Ⅰ ３種 ○ ○ ○

○ D 随時 26 50 22 40 Ⅰ １種

○ D 随時 26 50 22 40 Ⅰ １種

○ D 随時 26 － 22 － Ⅱ ３種

○ D 随時 26 － 22 － Ⅱ ３種

－ Ⅱ ３種

－ Ⅱ ３種 ○ ○ ○

－ Ⅱ ３種 ○ ○ ○

○ D 随時 26 － 22 － Ⅱ １種

○ D 随時 26 50 22 40 Ⅰ １種 ○ ○ ○ △

△ D 24H ＜30 － ＜30 －

Ⅱ ３種 Ⅱ

○ D 24H 26 50 22 40 Ⅰ １種

○ D 24H 26 50 22 40 Ⅰ １種

○ D 随時 26 50 22 40 Ⅰ ３種 ○ ○ ○

△ C 24H ＜30 － ＜30 － ○

△ C 24H ＜30 － ＜30 － ○

△ 24H Ⅱ ３種

○ C 24H 28 40 18 40 223,000 ○

○ C 24H ＜30 － ＜30 － Ⅱ ３種

△ 24H Ⅱ １種

△ 24H Ⅱ ３種

○ D 24H 26 50 22 40 Ⅰ １種

○ D 24H 26 50 22 40 Ⅰ １種

△ － Ⅱ ３種

○ D 24H 26 50 22 40 Ⅰ 1種

○ D 随時 26 － 22 － Ⅰ ３種

－ Ⅱ ３種 ○ ○ ○

－ Ⅱ ３種 ○ ○ ○
多機能便所の本要
求性能に準ずる。

－ Ⅱ ３種 ○ ○ ○

○ D 12H 28 － 18 －
ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙの照度は
500とする

○ B 24H 28 40 18 40 111,000 ○

○ D 12H 26 50 22 40 Ⅰ １種

○ D 24H 26 50 22 40 31,000 Ⅰ １種

○ D 24H 26 50 22 40 Ⅰ １種

○ D 随時 26 50 22 40 Ⅰ ３種 ○ ○ ○

○ D 随時 26 50 22 40 Ⅰ ３種

○ A 24H 24 45 24 45 FAF内18℃ 427,000 ○

○ D 24H 26 50 22 40 Ⅰ １種

○ A 24H 24 45 24 45 FAF内18℃ Ⅱ

○ A 24H 26 50 22 40 Ⅱ

○ A 24H 26 50 22 40 18,000 Ⅱ １種

○ B 24H 28 40 18 40 8,000 ○

○ D 随時 26 50 22 40 Ⅰ １種

○ B 24H 26 50 22 40 Ⅰ １種

○ D 12H 26 50 22 40 6,000 Ⅰ １種

○ D 12H 26 50 22 40 Ⅰ １種

○ D 12H 26 50 22 40 Ⅰ １種

○ D 随時 26 50 22 40 Ⅰ １種

○ D 随時 26 50 22 40 Ⅰ １種

○ D 24H 26 50 22 40 15,000 Ⅰ １種

○ D 随時 26 50 22 40 Ⅰ １種

○ D 24H 26 50 22 40 32,000 Ⅰ １種

○ D 随時 26 50 22 40 Ⅰ １種

○ A’ 24H 26 50 22 40 FAF内18℃ 186,000 Ⅰ １種 卓排気

○ D 随時 26 50 22 40 6,000 Ⅰ １種

TV付ｲﾝﾀｰﾎﾝ・遠隔
ﾛｯｸ解除付
内装は音反射対策
を施す

○  B 24H 26 50 22 40 2,000

○ D 随時 26 50 22 40 Ⅰ １種

○ D 随時 26 50 22 40 Ⅰ １種 ○ ○ ○

○ D 随時 26 50 22 40 Ⅰ １種 ○ ○ ○

○ D 24H 28 40 18 40 12,000 Ⅱ ○

空調条件

夏季 冬季

空調区分

対応
システ
ム

フロー
図

機械

空調
時間帯

特殊
機器
発熱

（KJ/ｈ）

備　　考給
水

給
湯

不活性ｶﾞ
ｽ消火設

備

ガ
ス

排
水

換気設備

区分 種別
その
他

空調区分

・一般居室系:予備機無し ・12H :官執勤務を行う部屋

・25H :連続して使用する部屋

・運用室系:予備機有り ・随時:いつ使用するか不明な部屋

・電算室系:予備機有り、フリアク床吹き出し
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